
地理情報 シ ス テ ム とデ ー

タ ベ ー ス を利用 し作成 した

市町村合併に関する情報 の紹介

野 呂 明美 ( 生物資源学部 共生環境学科)

〔は じめに〕 我 が国では ,
バ ブ ル 崩壊 後の厳 し い 財政状況の 中,

少子高齢化が 進む こ とか らく る税

収不足が懸念され
,

独自の税収入 だけで は行政運営が 立ち行 かず, 国か らの 交付税 に依存し運営され

て い る地方自治体が多数存在す るように な っ た｡ 平成 1 3 年 3 月 2 7 日 の 閣議決定 を受 け, 総務省に ｢ 市

町村合併支援本部｣ が設置され ､ 平成 1 3 年 8 月 3 0 日 に市町村合併支援本部に より, 市町村合併支援

プラン が決定された o こ の合併特例法 の もと
. 有利な条件で合併す るため

, 合併特例法の 施行期限で

ある平成 1 7 年 3 月 3 1 日まで の合併を目指して
,

各市町村は 合併 - と動き始め た｡ これまで住民に

対 し ｢ 市町村合併｣ に つ い て 説明する際に使用 されて きた各市町村の 統計資料は
,

表や グラ フ で提示

され, その 内容 をひ と目見ただけで分析す る こ とは 困難で あ っ たo 地理情報シ ス テ ム ( G I S ) を活

用する こ とに より
,

こ れら表や グラ フ で提示 されて い た資料を地図上で数値情報 を含むデ ー

タを ビジ

ュ ア ル に提示す る こ とが でる｡ そこ で G I S と いう技術を市町村合併に つ い て議論する際の 資料提示 に

使用 し, 住民の 意思決定に役立 て ようと考えた ｡

〔G I S デ ー タ の 作成方 法〕 地理情報 シ ス テ ム (G I S : G e o g r a p h i c I n f o r m a t i o n S y s t e m) とは , 地理

的位置を辛がかりに, 位置に 関す る情報 を待 っ たデ ー タ ( 空間デ ー

タ) を総合的 に管理 ･ 加 工 し, 視

覚的 に表示 し, 高度な分析や迅速な判断 を可能に する技術である D

G IS ソ フ トウ ェ アは地図情報作成に Cl ar k L a b s 製 c a r t. a l i n x V e r , 1 . 0 4
,

G I S 情報解析 に C l a r k L ab s

製 I d r i s i 3 2 を使用 した｡

G I S で分析する際に用 い る地図デ ー

タ には , ラ ス タ
ー デ ー

タと ベ ク タ
ー デ ー タ の 二種類が あるo G I S

で は写真 の ように
､

色の 強さを数値化 した デ ー タや
､

色の 設定表とそ の設定 - の 参照番号を集めたデ

ー

タ の こ とをラ ス タ ー デ ー タとう o R a s t e r L a y e r に は
, 各ピクセ ル に対 しデ ー タが埋め込 まれて い るo

これ に対 して ､ 鉛筆で描 い た線の ようなデ ー タ の ことを ベ クタ ー デ ー

タとうD V e c t o r L a y e r の デ ー

タ

は各点の位置情報が格納 されて い るo

以下に各市町村の ポリ ゴ ン デ ー ダの 作成方法を示すo

ベ ク タ
ー

レ イ ヤ ー

の

作成

- 3 5 -

l■
■∂ "



手順 1 . ①に示す 図は 3 波長で撮影 した人工衛星デ ー

タ を合成 し作成 したラ ス タ
ー

デ
ー

タ を バ
ッ ク ド

ロ ッ プ し
, その 上に各市町村の境界をデ ジタイ ズ した ベ ク タ

ー

レ イ ヤ
ー を作成 したもの で ある｡ 各市

町村の境界はそれ ぞれ の 最初の 地点と最後 の 地点が ぴ っ たりと重な っ た輪に なるように 正確 にデジタ

イ ズ しなくて はならない ｡

手順 2 . ②に示 す図は①でデジタイ ズ して作成 した ベ クタ
ー

レ イヤ
ー

の み を表 したもの である o

手順 3 . ③に示す図は線で輪状に 囲まれた ベ ク タ ー デ ー

タ をポリ ゴ ン 化したもの で ある｡ こ の ように

して作成 したポリ ゴ ン デ ー タを,
C a r t a l i n x か ら I d r i s i 3 2 - E x p o r t し解析に用 い た o

〔デ
ー タ ベ ー

ス の作成方法〕 各ポリ ゴ ン にリ ン ク させた市町村の 統計 D a t a は , 三重県の ホ ー ム ペ

ー ジか らダウ ン ロ ー ドしたo 三重県 の サイ ト (h tt t):// w w w .I) r ef . mi e .i n/d a t a b o xJ) の 中には色 々 な統計

デ ー

タが 掲載されてお り
,

E X C E L の フ ァ イ/ レと して ダウ ン ロ
ー ドできるようにな っ て い る o ダウン

ロ ー ドしたデ ー

タ をデ ー タ ベ ー

ス ソ フ ト A C C E S S に読み込 ませ , d B A S E 5 形式に変換する こ とによ

り Id n si3 2 で使用す る ことが可能となるo 下 の 図は I d r i s i 3 2 にデ ー

タ ベ ー

ス をイ ン ポ
ー トした状態

の P C の画面をプ l) ン 卜したもの で あるo こ の ように市町村の ポリ ゴ ン に作成 したデ ー タ ベ ー

ス のデ ー

タをリ ン クさせ て地図上に数値を色に変えて表現する｡
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〔作成 した資料の
一

例〕

資料 1 : 平成 1 4 年 1 0 月 の 人 口調査デ ー タを基 に計算 した生産人 口 ( 1 5 - 6 5 歳人 口) の 総人

口 に占め る割合を示 した資料であ るo 紀和町が最 も生産人 口 の 占め る割合が低 い こ と, 県南部と中部

山間部に生産人 口( 労働人 口) の 比率が低 い市町村が多い こ とが視覚化 した こ とに より 一 目でわか るa
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資料2 = 総世帯数の中に 占める高齢者の みで 暮らす世帯の割合を示 した資料である｡ 資料 1 と同様

紀和町 が最も高齢者だけで暮らす世帯の 比 率が高い こと
, 県南部 と中部山間部に高齢者だ けで暮らす

世帯の 比率が高い市町村が 多い こ とが の 傾向が見取れるo

資料 1 : 生産人 口割合
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資料 2 : 高齢者の みで暮らす世帯 の割合

資料3 ‥ 津地 区各市町村 の 財政力指数を表 した 資料 である D
｢財政力指数｣ とは

,
地方公共団体 の

財政力 を表す指標と して用 い られる数値で, 地方交付税法の 規定か ら算定 した基準財政収入額 を
,

塞

準財政需要額で割 っ た数の過去 3 ケ 年 の平均値を示 したも の で あるc 数値が大きければ大き い ほ ど財

政的に豊か であると い える｡ 財政力指数が 1 を超 える場合に は , 地方交付税が交付 されなくなり ,
こ

れ は,
｢ 国の お世話にならなくて も自前でや っ て い ける｣ と いう こ とを意味 して い るo 財政力指数が 1

以下の 場合でも ､
1 に近 い ほ ど交付税 の額が 少なく なる の で ､ 自前 の財源 が大き い と い う ことが い え

る o 津地 区で財政力指数が最 も高 い の は津市で 0 . 9 2 , 低 い の は美杉村0 ･ 2 1 , 香 良洲町 O 1 2 7 で ある o

資料 4 : 総務省自治行改局合併推 進課が , ホ
ー ム ペ ー ジに 掲載 して い る 2 0 0 3 年 9 月 2 4 日現在にお

ける市町村の法定合併協議会と任意合併協議会の設置状況 を地図上に示 したもの で ある｡ 新市の 名称

が 決定 して い ると こ ろは大き い文字で新市の 名称を記入 したo 白 い 部分は市町村合併 しない か協議会

を設置して い な い とこ ろであるo 法定協議会は地方自治法 の 規定により設置され, 地方自治法に よる

手続き ( 関係市町村の議会の 議決 を経て , 規約 を定め る こ と等) が必要で ある｡

一

九 任意協議会は

任意に設置され , 設置に当たり地方自治法上 の手続きも不要で ある｡ 三重県下 69 市町村の うち法定協

議会に 3 9 市町村, 任意協議会に I l 市町村が加入 して い るo ただ し, 法定協議会の うち南郡熊野 4 市

町村合併協議会 ( 熊野市､ 御浜町 ､ 紀宝町 ､ 紀和町) は新市役所 の設置位置を巡 り協議が 難航, 2 0 0 3

年9 月 30 日に協議会が解散された｡
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安濃町 河芸町

平成 1 1 - 1 3 年度

( 3 カ年平均)

資料 3 : 津地区の財政力指数

第1 次産業の割合 第2 次産業の 割合

伊勢市

資料 4 : 合併協議会設置状況

(2 0 0 3 年 9 月 2 4 日現在)

( %)

第 3 次産業の割合

資料 5 : 市町村内 の 各産業生産額の 総生産額に 占め る割合

資料 5 = 各市町村内の第 1 次産業, 第 2 次産業, 第 3 次産業それぞれ の生産額 の総生産額に 占める

割合を示 したもの で あるo 県南部と中部山間部に農林水産業の 占める割合の 高い 地域が分布 して い るo

南島町 は特に農林水産業の 生産額 の 占め る割合が高い こ とが わか る｡
一 九 製造業 など工業は 県北部
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に多く分布 して いるc 大安町と多気町に は大企業が工 場を誘致 したの で 第2 次産業の 生産額が 多o ' 産

業に比 べ て著しく高い こ とが わか る . また, 観 光産業が主な収入源 で ある伊勢志免 熊野 などの 地域

は第3 次産業の 生産額が 多の 産業に比 べ て 高い ことがわか るo
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資料 6 : 市町村民 一 人当たり の 所得

(分配)

資料 7 : 市町村民
一

人当たり地方債現

在残高

資料6 : 平成 1 2 年度各市町村民所得 (分配) を各市町村の 人 口 で割 っ た 資料で ある｡ 中部電力 の

火力発電所が ある川越町が最も多く , 紀和町が最 も低 い , そ の 差は 2 . 5 倍で ある｡ 所得が多 い市町村

は県の 北半分に分布 し, 所得の低 い 市町村は 南半分に分布 おり
,

南北格差が ある の が わか るo

資料 7 : 平成 1 4 年 3 月 3 1 日現在にお け る各市町村の地方債残高 を各市町村の 人 口 で割 っ た資料

であるo 美杉村, 飯高町 , 宮川村,

_
大内山村, 紀和町の 地方債の 残高が 特に多い ことが 分か るc

〔まとめ〕

以上の 資料から三重県内 の 市町村の 特色が少 しで はあるが 見えたと思う, また, 資料 を提示する際

に GIS を利用 して地図上で ビジ ュ ア ル に統計デ ー

タ を示す こ との 意義も感 じて い た だ けたと思うo

合併を成功 させ る には ,
ス ケ ー

ル メリ ッ トを生か し, 住民サ ー ビ ス を低下させずに , 如何に行政 コ

ス トを下げる かがポイ ン トとなるo 新たに構築される地域の道路網 の整備, 公共施設 の 配置な どは現

有の もの を最大限利用 し
,

コ ス トを掛けず上手に地域を発展させなく ては ならない
｡ 住民に充分 な説

明が解りやすく なされ , G I S を利用 して 作成 した資料が住民の 意思決 定の ため の
一

助 となるこ と を願

うo
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